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を
マ
ル
ク
•

ブ
ロ
ッ
ク
は
輕
蔑
し
た
。
ラ
ン
グ
ロ
ワ
と
セ
n'
丨
ボ
に
と
つ
て

.
膝
史
.の

奥

書

ネ

い

ぅ

の

讨

、
：
：
證

據

調

:<
<
.
が
|

^

屆
.き

ぐ

寘

_

か

批

判

の

上

に

築
 

か
れ
、
偏
頗
な
く
組
立
て
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
ブ
ロ
ッ 

:'
.
;
,ク

ぼ

顧

ょ

：り

も

、
ー

.~
1

巧

み

に

っ

ぐ

ら

れ

た
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^

^

書
を
排
擊
し
农
。：：;,
—1
技
坊」

，.
に
：
 

:

對
し
：

N

声
ッ
，：ク
脖
«

索
1
:
を
選
ん
だ
。：.鬼

逃

が

ざ

れ

：た

^

^

問

爾

を

追

求
-
: 

一
：す

名

，
.，
新

し

レ

方

向

に

ぁ

る

®

、：

未
提
出
の
询
題
を
提
起
^

£

1

、
，：
 

.
'
.か
.か
る
.書
物
こ
そ
.好
ま
し
.い
と
ブ
，.ロ.
..'
y
.
■.ダ
は
考
^

た
プ
ン
ラ
シ
グ
.
.！！.ゥ(

や
.
セ_|1.' 

ョ 

丨
ボ
は
優
れ
た
批
判
家
で
あ
っ
た
。

マ_
ル
ク
.
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
の
點
を
認
め
る 

)

が
、
し
か
し
ほ
か
に
彼
等
は
何
の
能
力
も
持
た
な
か
っ
た
：と
非
難
し
た
。
：ま
た
：
 

:
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口 

r

ク
は
、\
.歷
史
：の
進
步
が
何
ょ
0'
.
-も
知
性
の
進
步
に
結
び
，っ
ぃ
て
ぃ
る
.と

. 

六
ニ 

(

八
九
'
八〕

い
5

こ
と
を
^

進
に
数
え
な
か
つ
た
と
部
難
し
た
。
過
去
の
人
間
た
ち
を
ょ
り
- 

ょ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
證
據
に 
っ
い
て
研
究
ず
る
こ
と
が
疑
い
も
な
く
重
要 

で
；あ
.る
':
0

し
か
じ
證
猶
か
珍
®

を
す
と
と
：
はもつ

.と
重
要
で
あ
る
。」

フ 

ン
グ
ロ
ヮ
と
セ
ニ
ョ
ー
ボ
は
歴
史
の
.硏
究
に
お
い
て
こ
れ
を
忘
れ
た
。
た
だ
巧 

妙
.に
，
ま

と

め

る

こ

と

に

腐

心

.し
、
そ
の
術
を
敎
え
た
の
.み
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
. 

問
題
を
提
起
す
る
術
を
忘
れ
た
。

マ
ル
ク
.
ブ
ロ
ッ
ク
の
敎
え
た
の
は
彼
等
の 

忘
れ
た
正
^-

ど
の
點
で
ぁ
っ
た
。

,
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こ
め
點
に
關
す
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常
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深
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.經
濟
成
長
の
問
題
は
ハロ
ッ
ド
、
ド
マ
ー
ル
に
ょ
つ.て
取
上
げ
ら
れ
て
か
ら
、 

長
期
沈
滞
を
對
象
と
し
て
そ
れ
か
ら
の|

を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、

ケ
イ
ン,
 

ズ
理
論
を
更
に
ー
步
進
め
た
も
の
と1
て
の
意
義
が
あ
.つ
た
。
，
し
か
し
ハ
.
ロ
ッ 

•ド
理
論
の
重
要
な
概
念
で
あ
る

「

企
業
の
滿
足
す
る
成
長
率

」

と
は
具
體
的
に 

何
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
り
、
ぞ
の
他
に
も
具
體
的
訊
測
不
荒
能
の
槪
念
が
多

… 

い
た
め
こ
れ
を
胄^.
の
趴
胄
に
逾
用
ず
る
に
.は
多
く
の
因
難
が
殘
さ
れ
て
い 

る
。

こ
亡
に
紹
介
す
る
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は
こ
れ
等
の
困
難 

を
乘
り
越
え
て
計
測
可
能
な
成
長
率
の
‘理
論
の
完
成
を
狙
っ
た
著
書
で
あ
る
が 

多
く
の
，問
題
を
殘
し
て
い
る
。
そ
の
內
容
は

第
：：

一
！
^
論

、
'
第

一

ー

囊

本

の

增
 

.大
と
完
全
能
力
に
必
要
な
成
長
率
、
第
三
章X
P
.ッ
ド
の
.蒙

、
：
：
第-3
早

一定 

:

率
の
成
長
に
對
す
る
潜
在
的
障
碍
、
第S-
早
種
々
の
成
長
率
、.第
六
_
兀
全
能
' 

パ
功
成
長
率
の
不
安
定
性
、；
第
七
章
成
長
理
論
；に
お
：

.け
る
ラ
.ダ
.み
：役
割
、
、
第.八
：章

.

一
定
$

長
か
ら
の
那
離
、
と
な
つ
て
い
る
が
、
彼
は
口
•
ビ
ン
ソ
ン
に
倣
つ
て
. 

.
'完
全
爝
湖
に
對
應
す
'る

槪

念

と

し

て

資

本

の

：完

全

利

用

一

d
g

全

能

力

な

る

槪
：
. 

念
を
導
入
し
、
こ
れ
を
ハ
ロ
ッ
ド
の「

企
業
の
滿
足
す
る
成
長
率」

の
槪
念
に

:

書
.
.評

及

び

紹

介
‘ 

'

.お
き
か
え
^
ぅ
と
の
努
カ
を
す
る--
°,從
.づ
.て
こ
.の
書
の
中
心
課
題
は
パP
ヴ
ド 

の
‘
槪
念
の
修
正
で
あ
る
。

.

始
め
に
兜
ず
成
長
率
理
論Q

意
義
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
.古
典
學
派
の
理
論 

は
何
れ
も
靜
止
狀
態
か
ら
出
發
し
て
.い
た
た
め
、
こ
れ
を
國
民
所
得
の
理
論
に
. 

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
は
經
濟
の
發
展
と
そ
の
不
安
，
 

定
性
に
つ
.
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
餘
剩
價
値
率1

定
の
理
由
を
説
明
し
て
い
な 

い
。
利
潤
率
の
低
下
に
っ
い
て
說
明
を
興
え
た
の
は
ケ
ィ
ン
ジ
ァ
ン
の
人
み
で 

あ
る
が
、

ア
メ
リ
ヵ
の
資
料
に
ょ
れ
ば
今
世
紀
に
入
づ
て
か
ら
資
本
係
數
は
下 

落
し
へ
資
本
の
限
界
生
產
力
は
上
昇
し
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
國
員
双
得
¥

が
、 

段
資
1

と
消
費
0

と
か
ら
形
成
さ
れ
、
雇
用
量
；2
:
は
¥
の
函
數
と
し
て
變
動
す

る
と
い
ぅ
ケ
ィ
ン
ズ
.の
立
場
を
繼
承
' 

す
る
0
.
し
か
し
投
資
は
>
 

の
函
數
で 

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
資
本
蓄
積
高 

K
.
の
函
數
で
も
あ
る
。
短
期
理
論
に 

關
す
る
限
り
、
雇
用
は
¥
の
み
の
函 

:

數
で
あ
る
が
、
長
期
で
は
所
得
の
成 

■長
率
の
函
數
と
考
え
ざ
る
を
得
な 

\

い
。
；第
一
圖
に
お
い
て
S

は
貯
蓄
性 

Y

-

.
向
を
示
し
、
i

は
投
資
を
示
す
。
始

, 

め
の
均
衡
狀
態
に
お
い
て
完
全
能
力 

.

.

下
の
所
得
水
準
を
叫
と
す
る
。
も
し 

附
加
的
な
,

ど
投
資
が
行
わ
れ
2»
-

.

.

.
な
ら
ば
、
資
本
總
額
K

a

縦

軸

に

沿..
:

0

'
.
.っ
て
增
大
す
^.
;で
.あ
.ろ
ぅ
。.
生
產
能
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が
存
す
る
> -

と
で
あ
る

第 圖

St

S(y)s S(y)s S(y)s S(Y )L

t 

實
現
す
る
こ
と
は
困
顏
で
あ
.ろ
ぅ
0 

.こ
の
ょ
に
し
て

.

.

T

完
全
能
力
下 

の
成
長
率」

が
定
義
さ
れ
、
-

ハ
.ロ
ッ 

-
ド
の
ち
に
七
つ
て
代
る
タ
こ
こ
で 

ハ
ム
-

丨

グ

は

あ

る

期

間

に

‘

が

實 

/

現
す
れ
ば
次
期
に
'■
%
同
じ

成

長

率 

.

.
が
繼
續
す
る
I

卽
ち
豫
想
係
數
1 

/

/

——

と
假
定
し
.
て
企
！W

が
生
產
計 

\

霤
ダ
立
て
.る
^

述

べ

て

い

る
.0
し

か 

'し
こ
こ
で
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は 

,

新
發
明
や
新
技
術
の
導
入
は
毎
年
一 

ノ

定
の
割
合
で
進
行
す
る
も
の
で
は
な 

\

 

ノ 

.く

循
環
運
動
の
影
響
を
受
け
、
こ
れ 

U

が

一

定

率

の

成

長

を

攪

亂

す

る

，
事

實 

:

理

論

の

見

地

か

ら

は

、
：ー

1

つ

の「

必
要
と
さ
れ

六

四

(

九

0
0)

る
成
長
率」

が
あ
る
。
-'

豸

ー

ば

增

大

す

る

勞

働

力

に

對

し

完

全

雇

用

'を

維

持

す 

る
成
長
率C

I
.

で
あ
り
、
第
一
'
一
は
資
本
を
完
全
に
利
用
す
る
成
長
率
ら
で
あ
る
。
 

前
者
が
後
者
ょ
り
も
大
な
ら
ば
產
業
豫
f

が
生
じ
、
後
者
ょ
り
も
小
な
ら
ば 

長
期
沈
滞
に
陷
る
。

ハ
ロ
ッ
ヤ
理
論
ば
。
㈠

勞
働
と
資
本
の
完
全
雇
用
が
成
立 

し
、
㈡

完

全

能

力

下

，の

成

長

率

は

完

全

雇

用

の

成

長

.を

裔

ら

す

に

十

分

だ

と

の 

假

定

の

上

祀

立

：つ

「

て)

る
.の
：
で

あ

る
0
. 

.
'

‘

は
そ
め
本
來
の
性
質
が
ら
し
て
不
安
定
で
あ
妒
、
«

が

0 ,
を
越
え
れ 

ば
'事
後
の
役
資
は
計
課
投
資
以
下
と
な
る
。
19

實
の
加
連
度
係
數
A

は
均 

衡
加
速
度
係
數
ん
以
下
と
な
り
資
本
の
不
足
が
起
る
。
.命
業
は
投
資
を
增

.
三
田
學
會
雜

誌

第

四

十

九

卷

第
十
二

號 

_
カ
は
糾
だ
け
增
加
し
、
第
一
一
期
に
ぉ
け
る
完
全
能
カ
は
0 ¥

に
ま
で
增
加
す
る
。
 

こ
の
設
備
を
完
全
杧
動
办
す
た
あ
の
授
資
は
^
か
ら
狀
匕
增
加
し
生
產
能
カ
は 

抨
び
P

の
點
に
ま
で
增
加
し
、
循
環
し
て
進
衧
す
る
。”
>s

を
貯
蓄
性
向
、

が
を 

.
加

速

度

係

數
.の
逆
數
と
す
れ
ば
、
，完
全
雇
用
を
維
持
す
る
に
'は
投
資
と
所
得
が 

如
の
割
合
で
增
大
し
て
行
く
.
-
と
が
、必
要
:^

な
る
。：
こ
こ
で
ハ)

ム
バ
ー
ダ
找
加 

速
度
係
數
：の
評
價
に
際
し
獨
立
投
資
上
派
生
投
資
を
嚴
重
に
區
別
す
べ
き
だ
:!
: 

.し

.て

、
.ク
ズ
ネ
'>
.
_
ッ
等
が

.

.ア

.メ

リ

カ

の資

本

係

數

.を

 

一
一

.•.五
-—

三
'.
.
.

.0
.

と
評
價
. 

し
て
い
.る
の
は
髙
過
ぎ
る
と
.し
て
い
る
。

ノ

 

.'

次
に
問
題
と
な
る
の
は
限
露
蓄
性
向
で
あ
る
。
'
こ
V

S-
で
彼
は
短
期
の
限
界 

貯
■

向
と
長
期
の
限
界
貯
蓄
性
向
を
區
別
す
る
た
め
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
の 

方

程

式
s
, 

=
 

a

^

-

d

i

Y

r

:

:

H

を
援
用
す
る
。
.
但
し
义
は
過
去
の

最
高
'-
©

實
質
所
得
.で
あ
る
。
年
間
の
成
長
率
を
三
夂
と
推
定
\'
一
 

九
二
三—

 

.四
0

年

の

資

料

を

用

い

，
て

«

&
を
計
算
す
る
と
.
s
i
"
p
1
0^-
.
—

兹
.
.
.と

.な 

'る
0

ハ
A
パ
-
ダ
は
こ
れ
を
長
期
'の
貯
蓄
性
向
だ
と
、す
る
。®

期
の
貯
蓄
函
數 

を
求
め
る
に
は
⑴
を
ち
で
微
分
し
、
-

^

"fc
o

a

^

—

T

…

.运
を
導
き
こ 

れ
に
成
長
率
三
％
と
前
述
の
び
b

の
値
を
代
入
す
れ
ば
限
界
貯
i

向
は
？
 

ー
1八
と
な
る
。
'
.,>
-

」

の
關
係
は
第
1
ー
圖
に
'ょ
つ
て
i

さ

れ
^

s
g
O
l

は
長
期 

貯
蓄
性
向
を
示
す
直
線
で
⑵
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
、
s(
2

/は
瓶
期
の
貯
蓄
性
向
を 

余
す
線
で
あ
る
。
波
動
を
描
き
つ
，つ
i

す
：る
經
濟
で
は
心
蓄
は
れ
線
に
沿
つ 

て
單
調
に
上
昇
す
る
こ
と
は
な
く
、'.
低
位
の
8(
^
線

か

ら

出

發

し

て

次

第

に

高

位
 

の
曲
線
に
移
励
し
て
行
く
。

(

こ
の
構
想
は
デ
ュ

I
ゼ
ン
べ
リ
|
か
ら
韈
眾
し 

'た
も
の
.で
南
义
。£
.
の
;0
>
:
1̂
:
の
哏
界
貯
蓄
性
向
に
相
當
す
る
授
資
を
導
く 

に
は
國
民
所
得
が
一
o

%
以

上

の

割

合

：
で

增

加

す

る

必

要

が

■あ
る
が
、
と
れ
を

大

'し
そ
の
た
め
に
兩
者
の
弟
は
ま
す
ま
す
大

•と
な
る
。

こ
の
こ
と
を
數
式
に

ょ 

つ
て
嵌
開
す
れ
ば
Y

i

p

+

L

H

C

l

l

A

Y

i

+

A

、(

Y

7

Y

r

l

)
…

：人4)

を
得
る
。
又
、
投
資
と
貯
蒂
の
差
を0
と
す
れ
ば
、1
^
-
1
=
ぞ

、

(

¥

?

1
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-
::;
s
1
r
2
:
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:
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5)

：
.と
な
る
：。
一
；
今

期

の

成

長

_
は
前
期
の
成
長
率
と

」

：
の
函
數
：
 

で
あ
る
か
ら
、9=

G
r
l
+
/
(
D
r
l
)
…
…
(
6
)

を
得
る
。

Q
I
1

)

期

に
‘

で
.あ
り
、G

r
l
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ど
な
り
.、

t
の '5

が
赏
現
し
な
か
つ
た
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で
あ
る
か
ら
、G

r
l
=
N
G
,

+
a
…
…
(
7
)

を

得

る
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:
:增
大
：と
共
1
所
得
水
準
は
も
を
維
源
す
べ
き
均
衡
水
準
か
ら
乖
離
し
て
行
く

。
:.
' 

■'
■.:'::

;:
t
が
し
安
定
的
な
作
用
が
皆
無
で
は
な
：ね

、
安
定
耍
潇
の
第
；

|
ま
ん
で
あ
り
，
 

^
況
の
後
で
益
業
は
婦
能
カ
安
持
ウ
が
ぱ
が
‘
を
越
ぇ
る
場
合
に
は
餘
剩
能 

:功
は

：生

靡

に

吸
^'
'

:$
れ
.著

ぐ

。
：̂
か

し

ん(0
;
値
は
好
況
時
に
は
奮
せ
ず
、
ぃ 

反
っ
て
0
を
ル
以
上
に
引
上
げ
る
カ
の
方
が
强
い
。

ハ
ロ

 
•.'
'
/ド
は
S
を
安
定
要 

ー
：
素

と

篇

て

：
い
る
が

>
完
全
な
安
定
を
筒
ら.ず
に
，は
5,
の
大
_
な
變
化
を
宓
要
と
：
 

ゼ

こ

：れ

は

望

み

難

ぃ

。

'.
'
'第
三
、の
安
定
耍
素
ば
賢
幣
供
耠
の_
ヵ
性
で
あ
る
。
：
：
.
6 

'^
ぬ
を
邋
尤P

通

的

篇

大

オ

名

の

は

：贤
幣
办
供
給
が
，

1:

力
的
な
た
が
で
あ. 

一^ :
彈

客

.が
な

.け

れ

ば

こ

め

輝

の

累

檟

過

程

ば

起

ら

钇

ぃ

ヴ

呔

上

办

着

察

坤 

:

ハ
タ^:
ム
：.
.：ラ
：グ

を

考

慮

山

て

ぃ

：な
：
ぃ
が
、
：：
：遷

及

び

貯
 

齋

緣

考

隳

し

：な

け

れ

ば

'尨
-̂
:
.な
：い
。
：
第.ー£ :
收

久

の

ラ

グ

が

あ
^
/0
.
_子
の
:支

：
 

ン
砩
や
利_
の
配
€
に

っ

ぢ

て

は

：六

丨

月

乃

5
:
'年
の

；ラ
グ
.が

知

る

'0
第

ヨ 

ソ
檗
炎
独
文.を

受

け

光

私-i
b
生

產

計

麋

を

立

て

雇

用

を

行

夕

等

の

「

生

產

め

；
ー
フ

£'
:

へ 

が
あ
る
。
も
し
こ
の
三
種
の
ラ
グ
が
な
け
れ
ば
誘
引
投
資
は
今
期
の
所
得
の
一

書

評

及
^

鞀

，介

'

•

，
‘ 

‘
 

，

部
と
な
り
、
所
得
の
.
い

か

な

る

變

化

も

同

1
:期

間

中

に

累

積

的
^

^

.
を

琪

わ

：す
 

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
.う
に
ハ
ム
バ
ー
グ
で
は
ラ
グ
は
安
定
的
意
味
^.
持
つ
て 

.
い
る
。
'：
'-'
.り
：.想
 

.

ん
：

• 

ハ 

':
-
:と
こ
，
ろ
，で

組

織

が

安

定

的

で

あ

る

：'か

否

か

を

定

め

る

に

は

ニ

砠

£9
-

定
差
カ
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式
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,
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Y

r
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Y
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;
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：

の
根
の
性
質
を
吟
味
す
れ 

.
ば
よ
い
。
'
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=
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运
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位
入
し
て
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1

极
を
求
め
る
と
夫
々
；.
1
.
.一
八
、

:
1 
一
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一' 
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と
な
る
。

G
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=

W

1

1

,沪
"

庐
|

1

と
お
け
ば
ニ
.
つ
の
成
長
率
が
得
ら
れ 

.
る
。
こ
.の
冲—

は
.
1
よ
'り
太
.で
.：あ
.る
.か
ら
0

が
_こ
れ
^

上
.に

な

.-る

可

能

性

は

少 

な

い

。'始

め

：の0
が
ん
よ
り
高
け
れ
ぱ
遂
に
0

は
ふ
に
支
配
さ
れ
る
値
に
ま
で 

_高
ま
る
で
あ
ろ
う
。.
'
ハ
13

ッ
ド
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.タ
イ
ム
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ラ
グ
を
考
慮
し
な
か
つ
た
-た
め
、

0
の
'土
限
界
と
な
る
べ
き
み
の
存
在
：に
氣
付
か
な
か
：つ
た
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で
あ
る
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以
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本
書
の
主
耍
部
分
で
あ
り
、
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こ
の
他
片
ヒ
ン
ッ
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ズ
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ッ
シ
ユ
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■*
1
|
猶
動
論
に
關
す
る
批
判
が
あ
る
が
、
；紙
面
の
關
係
上
省
略
す
る
。
；彼
の
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圖
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
：ハ
ロ
ッ
ド
の
理
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を
計
測
可
能
な
形
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修
正
し
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す
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あ
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、
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つ
け
方
や
貯
■

向
の
計
®:

法
等
、
そ
の 

‘
骨

子

を
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